
　

本
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
「
い
し
か
わ

百
万
石
文
化
祭
」
の
一
環
と
し
て
、
深

田
久
弥
生
誕
百
二
十
年
記
念
「
深
田
久

弥
と
日
本
百
名
山
」
と
題
す
る
事
業
が
行
わ

れ
ま
す
。
秋
の
開
催
に
先
立
ち
、
兼
題
「
ふ

る
さ
と
の
山
」
で
俳
句
の
募
集
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
の
応

募
が
大
半
で
す
が
、
山
の
文
化
館
へ
の
郵
送

分
も
あ
り
ま
す
。
締
め
切
り
は
七
月
三
十
一

日
と
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

主
体
事
業
で
あ
る
講
演
会
と
座
談
会
は
、

十
月
二
十
一
日
（
土
）
萩
原
浩
司
氏
（
山
と

溪
谷
社
）
に
ご
講
演
頂
き
、
そ
の
後
深
田
久

弥
と
関
わ
り
の
あ
っ
た
方
た
ち
と
の
座
談
会

を
し
て
頂
き
ま
す
。
ま
た
そ
の
会
場
で
、
俳

句
の
入
賞
者
表
彰
式
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

翌
日
十
月
二
十
二
日
（
日
）
に
は
、
例
年

四
月
に
行
わ
れ
る
「
久
弥
祭
」
が
行
わ
れ
ま

す
。
今
年
は
、
こ
の
事
業
に
合
わ
せ
て
秋
の

開
催
に
な
り
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
の
富
士

写
ヶ
岳
登
山
に
は
、
萩
原
さ
ん
に
も
参
加
し

て
頂
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
ア
ル
バ
ー
タ
山
の
ピ
ッ
ケ
ル
物
語
』
と
題
す
る

絵
本
が
あ
る
。
一
九
二
五
年
、
日
本
山
岳
会
初
の
海

外
遠
征
隊
が
初
登
頂
し
た
カ
ナ
ダ
の
山
と
、
ピ
ッ
ケ

ル
に
ま
つ
わ
る
話
で
あ
る
。
こ
の
ピ
ッ
ケ
ル
は
、
初

登
頂
の
記
念
に
と
山
頂
に
残
し
て
き
た
も
の
で
あ
る

が
、
二
十
三
年
後
、
第
二
登
を
果
た
し
た
ア
メ
リ
カ

隊
が
持
ち
帰
っ
た
。
し
か
し
、
引
き
抜
く
時
に
凍
っ

て
い
た
石い
し
づ
き突
部
分
は
折
れ
て
し
ま
っ
た
。
ア
メ
リ
カ

の
博
物
館
で
、
そ
の
折
れ
た
ピ
ッ
ケ
ル
に
出
会
っ
た

芳
賀
孝
郎
氏
の
尽
力
で
、
行
方
不
明
だ
っ
た
石
突
部

分
が
見
つ
か
っ
た
。
そ
し
て
無
事
、
元
の
姿
に
復
元

さ
れ
、
カ
ナ
ダ
の
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
数
奇
な
ピ
ッ
ケ
ル
の
物
語
は
、
芳
賀
孝
郎
夫

人
で
あ
り
、
初
登
頂
隊
の
隊
員
で
あ
っ
た
三
田
幸
夫

氏
の
娘
で
あ
る
芳
賀
淳
子
氏
に
よ
っ
て
絵
本
と
な

り
、
我
々
に
語
り
掛
け
て
い
る
。

　

深
田
久
弥
山
の
文
化
館
で
は
、
こ
の
物
語
を
紙
芝

居
に
し
、
子
供
た
ち
に
数
奇
な
ピ
ッ
ケ
ル
の
物
語
と

登
山
の
世

界
観
を
伝

え
た
い
と

考
え
、
活

動
を
開
始

し
て
い
る
。

 

福
井
県
ふ
る
さ
と
文
学
館
は
近

頃
、
久
弥
の
第
一
高
等
学
校
時
代

の
日
記
を
入
手
し
た
。
こ
れ
に
ま

つ
わ
る
「
新
収
蔵
品
展
」
が
四
月

か
ら
六
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
。

来
場
記
念
品
の
絵
葉
書
に
日
記
が
印
刷
さ
れ
て
い

た
。
細
か
い
字
を
ル
ー
ペ
で
読
ん
で
み
る
と
大
聖
寺

で
の
日
常
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

関
東
大
震
災
で
被
害
が
大
き
く
、
帰
省
し
て
い
た

時
の
も
の
で
、
連
日
の
よ
う
に
散
歩
と
称
し
て
付
近

を
歩
き
回
っ
て
い
た
。
そ
れ
も
一
回
が
相
当
の
距
離

で
、
健
脚
ぶ
り
が
窺
わ
れ
る
。
久
弥
さ
ん
の
歩
い
た

こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
を
辿
っ
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。
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書
込
み
の
あ
る
地
形
図
の
中
で
身
近
な
と
こ
ろ

「
立
山
」
を
取
り
出
し
て
み
た
。
地
勢
図
「
高
山
」

の
五
番
で
あ
る
。
広
げ
て
み
る
と
多
く
の
赤
鉛
筆
の

ラ
イ
ン
と
、地
名
に
マ
ー
ク
が
あ
っ
た
。
五
色
小
屋
、

立
山
温
泉
、
平
ノ
小
屋
に
マ
ー
ク
が
し
て
あ
り
、
五

色
小
屋
か
ら
越
中
沢
岳
～
ス
ゴ
ノ
頭
へ
の
ラ
イ
ン
が

あ
る
。
地
図
の
北
側
に
は
奥
大
日
岳
に
赤
い
マ
ー
ク

が
、
剱
御
前
小
屋
と
剱
岳
に
は
青
鉛
筆
の
マ
ー
ク
が

あ
る
。
マ
ー
ク
の
色
が
違
う
の
は
登
っ
た
時
期
が
違

う
の
だ
ろ
う
か
。
赤
い
ラ
イ
ン
は
、
立
山
弥
陀
ヶ
原

に
は
追
分
小
屋
か
ら
獅
子
ヶ
鼻
岩
を
経
て
鏡
石
ま

で
、
地
獄
谷
か
ら
雷
鳥
沢
、
そ
し
て
剱
御
前
小
屋
か

ら
奥
大
日
岳
、
別
山
尾
根
を
剱
岳
ま
で
と
剱
岳
か
ら

平
蔵
谷
を
剱
沢
ま
で
引
か
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
立

山
、
剱
、
奥
大
日
に
焦
点
を
当
て
て
調
べ
て
み
よ
う
。

　

昭
和
十
五
年
七
月
弟
弥
之
助
と
立
山
に
登
っ
て
い

る
。
こ
の
時
は
ブ
ナ
坂
か
ら
登
り
始
め
弘
法
小
屋
に

泊
ま
り
、
そ
し
て
弥
陀
ヶ
原
、
地
獄
谷
、
室
堂
を
経

て
立
山
に
登
頂
し
、
浄
土
山
を
回
っ
て
室
堂
に
下
り

一
泊
、
翌
日
称
名
に
下
っ
て
い
る
。
弥
陀
ヶ
原
の
ラ

イ
ン
は
こ
の
山
行
と
一
致
す
る
。
こ
の
山
行
に
つ
い

て
書
い
た
文
章
は
『
を
ち
こ
ち
の
山
』
の
「
立
山
」

で
あ
る
。こ
の
中
で「
室
堂
ま
で
の
道
の
立
派
に
な
っ

て
い
る
の
に
は
驚
い
た
。
三
，
四
年
前
に
こ
こ
を
降

り
て
き
た
時
と
は
全
く
別
な
感
じ
で
あ
る
。」
と
書

か
れ
て
い
る
の
で
、
調
べ
て
み
た
。
し
か
し
、
大
正

八
年
の
記
録
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
は
見
つ
け
ら

れ
な
か
っ
た
。
こ
の
ラ
イ
ン
は
ま
た
、
昭
和
三
十
四

年
芦
峅
の
佐
伯
延
一
さ
ん
と
の
奥
大
日
岳
行
の
時
立

山
雄
山
を
経
由
し
て
お
り
、
こ
の
ル
ー
ト
と
も
一
致

す
る
。
こ
の
時
は
、
雄
山
の
社
務
所
に
泊
め
て
も
ら

い
、
翌
日
別
山
乗
越
を
経
由
し
て
奥
大
日
岳
に
登
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
の
こ
と
を
「
四
度
目
の

雄
山
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
。（「
奥
大
日
岳
」）

　

昭
和
二
十
四
年
夏
に
は
、
一
人
で
剱
岳
に
登
っ
て

い
る
。
全
七
日
の
行
程
で
あ
っ
た
。
粟
巣
野
～
称
名

～
弘
法
小
屋
～
弥
陀
ヶ
原
～
雷
鳥
沢
～
剱
御
前
小
屋

と
辿
り
、
翌
日
剱
岳
に
登
り
平
蔵
谷
を
下
っ
て
、
ま

た
剱
御
前
小
屋
に
泊
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
剱
沢

を
下
り
、
池
の
平
小
屋
～
仙
人
谷
～
阿
曽
原
～
欅
平

～
祖
母
谷
温
泉
～
宇
奈
月
と
辿
っ
て
い
る
。
戦
後
、

本
格
的
登
山
へ
の
復
帰
で
あ
っ
た
。

編
集
後
記
〜

　

夏
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
山
は
異
常
に
雪
が
少
な
い
様

で
す
。
六
月
末
の
白
山
で
も
例
年
に
な
く
雪
が
消
え
て
い

ま
し
た
。
山
の
文
化
館
の
イ
チ
ョ
ウ
も
、
例
年
に
な
く

ジ
ュ
ー
ン
ド
ロ
ッ
プ
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
秋
の
ギ
ン

ナ
ン
の
出
来
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　

Ｙ

久
弥
と
五
万
分
の
一
地
形
図
と
赤
鉛
筆
と

そ
の
22
　

各種お知らせ詳細はホームページをご覧下さい
深田久弥山の文化館ホームページ　http://www2.kagacable.ne.jp/~yamabun

　

＊
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

 

七
月
二
十
一
日
（
金
）

　
『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
朝
日
岳
」

　 

九
月
十
五
日
（
金
）

　
『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
笠
ヶ
岳
」

　　
●
場
所
＝
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

●
時
間
＝
午
後
一
時
半
よ
り
三
時

●
読
書
会
の
お
誘
い

聞
こ
う
会
は
リ
モ
ー
ト
で
二
会
場
形
式
に

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。　
（
聴
講
無
料
）

　

午
後
一
時
半
よ
り
三
時

　

深
田
久
弥
山
の
文
化
館
聴
山
房 

他

『
日
本
百
名
山
』
な
ど
深
田
久
弥
の
作
品

を
読
ん
で
、
山
や
そ
の
自
然
、
文
化
に
つ

い
て
語
り
あ
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
下
さ
い
。　
　
　
　
　
（
参
加
無
料
）

●
聞
こ
う
会
予
定

■
七
月
十
六
日
（
日
）

演
題
：
県
民
の
森
と
原
生
林
探
訪
の
魅
力

講
師
：
久
保
出 

小
市 

氏（
県
民
の
森 

所
長
）

　
■
八
月
二
十
日
（
日
）

演
題
：
山
の
文
章
を
書
く

講
師
：
増
永 

迪
男 

氏（
作
家
）

　
■
九
月
十
日
（
日
）

演
題
：
能
登
石
動
山
の
信
仰
に
つ
い
て

講
師
：
石
森 

長
博 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
山
岳
修
験
学
会
会
員
）




